
第47回大会〕

2 Pp－ 6
暦珪砂統住民の机呟治/v ^ るアメV が瓦ぶ禄纏

被　　服

　　　　　　　　　　複眼大ぶ教有　藤原綾子

　目　的　今年は￥こ埃家収鯵iこいヽら了汐午・号目I- あ･てる．升堤ド駆国'<% 可をして

ヵ｀りルいぐ刀年乞昆乱し八. 邱和ユﾌ年々ヽらリ斗iで'C7)2']弁固り辨繩μアメリp 歿ぶ

い-- あバ≒　こいﾀ乞アＸリカ及劣躬付と吋んt"(.ヽるZ. のアメリカり

の衣生冶にどりバ7 ゛蜀響を及ぽ｀した、､ヵヽ、今回名千の片討を試｀みに

　方　低

アいけ統冶川面強＆生燦好釧岐下っ･‥乙, 刺司ん政希必ぶう「守♂い光バ/f

巧い月刺刊し・パ作年r 月澱琴号ふで) & び冲堤タづムスリムりかなえ」(ﾉり凹

年3 月ヵ｀らと裁ノ浅^ f おり‥')にとらしか　ヌ､r 叶沈A ヒ米んり萌を岐妊に愉f ふ

一方秀」（八行年）丿率叱ふ動に片ける-A 堤人の温色嗜疹/哨丿万ろ研丸」（/り7年
）

瞰
期
乙

’
紡
績
か
日

こお% 心倫文をf '0^力-りこん惚慈域り婁'X-いi-良卵&色ol-好をいヽ｀ゐ、
臭

の瞳現仕氏。ふ生姑μ米軍淑去鳶管守配給物ず丿)乃一乙、r怜i'). 卜ヽ躬
ら
専
洋徴it か座しn＼ 牡冶吋㈹のま叱の腿を影£μ々- ド｀で･ゐ11- .アメ') カメ、

的に陽触レてぃるえぺ引則卵i月次色ヵ吋ぶ弘浪. >

比眩的に豹度（らり:ヵヽ■･/)け'c に鍔わりこ。

2Pp－7 ウーブランドについて一発生と展開一

日本女子大家政　　〇小野田　洋子 佐々井　啓

　ゴシック期に登場したウープランドは、現在でも「ペリー公の豪華時端書」などの写本画、

絵画資料に当時の生き生きとした姿を見る事が出来る．ゴシックの豪華で奇抜な服飾の中で

も独創生に富み、ゴシックの特徴的な服飾である．しかし、ウーブランドの発生や流行の展

開については詳細を記したものがなかった．そこで本論ではウープランドの発生や起源を探

ると共に、男子、女子のそれぞれの流行の移り変りと衰退の様子を追った．

　資料としては. 当時制作された写本、絵画資料、物語、チョーサーの批評文などの文献資

料を用いて精神、経済、歴史、技術m観点から考察を試みた．

　その結果、ウーブランドはまず男子のお洒落着として14世紀半ばから登場し、最も早期の

ものとして1342年の貴族が着用していたものを発見した．また、男子は1390年代に最も流行

し．その流行を受けて1390年代の後半から女子のウープランドが登場する. 最も流行した時

期は高い衿、広い袖口、長い裾を過剰に誇張した姿が見られ、装飾も宝石や毛皮の豪華な素

材を使用するだけでなく、袖口を城郭風、葉状にカットするなと奇抜な独創生があり、同時

代のーの服飾にも影響を与えている．また、同じ外衣であるマントif、peers robeや紋章を

示し、形や装飾の変化のあまりない封m的色彩の強い服飾であったのとは対照的に、ウーブ

ランドは個人的な好みや経済的豊かさを表現しており. 当時の美意議の表れであると共に、

この時代の人々の「生」への情熱そのものであったと言えるだろう．
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